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屋外広告物ガイドラインの検討

令和5年3月20日
R4年度第2回部会

1.前回の部会の振り返り

2.活用方法について

3.対象エリアについて

資料1-1



仙台駅周辺西口

1.前回の部会の振り返り

（1）ガイドライン策定の目的

・市民にとって魅力的な広告物とはどのようなものか、論理的かつ分かりやすく示すことで、

広告主の理解・納得を得て、魅力的な広告物を掲出してもらうことを目的とする。

（2）ガイドラインの対象エリア

・魅力的な景観創出について重点的に取り組むエリア

である「広告物景観地域」を対象とする。

（３）ガイドラインの対象者

・広告物のデザインの決定権を持つ広告主をメインの対象とする。

・一方、広告主が直接ガイドラインを見る機会は極めて限定されるため、

屋外広告業者にガイドラインを理解いただき、

屋外広告業者から広告主に説明いただくことを想定し策定する。



（1）これまでの検討 （令和元年度から令和4年8月）

配慮事項例： 色数はできる限り少なくする、箱文字・切文字にする など （資料1-2）

→規制を誘導と言い換えた内容が多い。

配慮事項をまとめた参考資料。緩やかな誘導。

多くの都市のガイドラインが、このような内容。

2.活用方法について

SIGN

ガイドライン
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SIGN

誘導の先のすがた

（2）これまでの検討で不足していた考え （R4.8審議会意見等）

これまでの内容では不十分。

経済的な利益に繋がることを

論理的に示す必要あり。

ガイドライン

SIGN ×

強制力はなく、

策定しただけでは活用されない

4

市民にとって魅力的な広告物を掲出することで

市民が好印象を持ち、経済的な利益に繋がる



SIGN

ガイドライン

（3）広告主へのインセンティブとしての表彰制度 （R4.12部会意見を踏まえて）

SIGN
SIGN

誘導の先のすがた

表彰制度の導入だけでは

ガイドラインが上手く活かせない

表彰制度単体では効果が限定的

広告物は宣伝を目的に

設置するものである。

その特性から、

「表彰」という手法が

インセンティブになる

×
表彰制度
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広報（市民への周知）

SIGN

誘導の先のすがた

広報・メディア・口コミなどで

表彰された広告物が市民に認知され、

行ってみようという行動に繋がる

（4）今後検討を進めるガイドラインを活用した誘導のしくみ

SIGN

ガイドライン

表彰制度

評価基準
として活用

SIGN

応募するために

ガイドラインを

読んで計画

SIGN

6
受賞した店舗が賑わっている様子を見て、真似をする広告主が増える



仙台駅周辺西口

・しかし、「1.活用方法について」でお示ししたように、表彰制度と併せた活用を考えることから、
対象エリアを「市内全域」として、今後、誘導内容の再検討を行いたい。

3.対象エリアについて（前回からの変更）

・前回の部会においては、ガイドラインの対象エリアを
「広告物景観地域」（右図）とすることについて、
ご意見を伺い、了承いただいた。
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屋外広告物ガイドライン 具体的な配慮手法

【賑わいの創出に関すること】
景観計画 ・おもてなしの心が伝わる、温かみのあるものとする

配慮の
ポイント

広告物の
種別

番号 配慮手法
既存
基準

店先の設え
種別共通

1 ・植栽・プランター、のれん・日よけ幕・ベンチ・照明、メニュー看板・商品サンプルなどを用い、街の楽しさを演出する

2
・手作り感、ひと手間かけたデザイン、マーク、イラスト、シンボリックなデザイン、凝った装飾などを用い、街の楽しさ
を演出する

○

3 ・屋外広告物に該当しない壁面装飾なども景観形成に配慮したデザインとする *

壁面広告物 4 ・ショーウィンドウやディスプレイを用いて、室内の賑わいが感じられるようにする

照明 種別共通

5 ・建物内部の照明と広告物の照明が、通りに漏れることで、室内の雰囲気を通りに現し、街の賑わいを演出する

6 ・広告物と、店舗のディスプレイを併せて計画する

7 ・広告物と、建物の照明を一体的にデザインする

8 ・照明の色、明るさは、暖かく、優しく照らすようにし、暖かみや落ち着きを演出する

9 ・間接照明や内照式看板の使用し、暖かみや落ち着きを演出する

窓 種別共通
10

・窓面を使用する広告物は最小限とする。表示する場合は、窓面と距離をとったり、切り文字としたりするなど、ショー
ウィンドウのように演出する

*

11 ・中高層階（3,4階以上）の窓面に貼り付けて表示しない ○

資料1-2

1.人を誘うような居心地良い空間のために

・本資料は、これまで部会にて議論してきた配慮手法をまとめたものに、広告物モデル地区・広告物景観地域の既存基準等を追加したものです。

既存基準の凡例
●：広告物景観地域の設置基準 ○：モデル地区の基準
*：モデル地区の誘導指針又は広告物景観地域の誘導基準



配慮の
ポイント

広告物の
種別

番号 配慮手法
既存
基準

色彩・彩度 種別共通

12 ・色数はできる限り少なくする（面積が７㎡以上の広告物は、４色以下とすることを目安とする） ○

13 ・地色は建物の意匠や街並みに調和した色彩とする ○

14 ・高彩度の色彩は面積を小さくし、低層部でアクセントとして限定的かつ効果的に用いる ○

15
・色味を抑制（彩度を下げる、蛍光色の利用を避ける）または壁面の色とのコントラストを下げる等、強調しすぎない色彩
計画とする

○

デザイン

種別共通

16 ・シンプルで洗練された上品なデザインとする ○

17
・表示内容は、自己の氏名、名称、店名、商標、ロゴマークなどや管理上必要なものとする。特に都心ビジネスゾーンでは、
街の賑わい創出、各種イベントを支援するためのものを基本とする。

●

18 ・写真の使用は慎重に検討する

19 ・表示面に額縁（余白）をつけたり、装飾の少ないシンプルな文字を使う

屋上・
壁面広告物

20 ・道路に面しない4階以上の側壁面に表示する広告物はビル名称のみとする ●

21 ・箱文字・切文字にする。 ○

情報の整理 種別共通

22 ・伝えたい情報を絞り込み、集約し、規則性を持たせる

23 ・使用する文字の量に注意する

24 ・図や記号を用いて端的に情報を伝える

25 ・同一情報を重複して掲載しない

【広告物のデザインに関すること】
景観計画 ・色彩やデザイン、情報量などを工夫して美観を保つ形態意匠とする

2. 風格ある街並みのために



【板面の配置に関すること】
景観計画 ・建物デザインと一体的に計画し、通りの見通しを阻害しない配置、形状とする

配慮の
ポイント

広告物の
種別

番
号

配慮手法
既存
基準

大きさ・
総量・

設置位置
種別共通

26 ・建築物を新築する際は、建築計画時から屋外広告物についても検討し、テナントとルールを共有する。

27 ・デザインを建物と一体化させる。 ○

28 ・商品やサービス等の営利目的の内容を表示する場合は、低層部に集約化して表示し、最小限の大きさとする。 ○

29 ・集約化を図り、最低限必要な種類、面積、数量となるよう配慮する ○

大きさ
・

総量

屋上広告物 30 ・安定感のある横長の形態を基本とする。 （塔状の場合でも、高さは本市の基準以下かつ横幅の1.5倍以下）

屋上・
壁面広告物

31 ・中高層部（４階以上）は、最小限の面積・数量とする（屋上を含めて、壁面面積の1/5以下かつ150㎡以下を目安とする） ○

屋上・
地上広告物

32
・建物や周辺との調和を考慮し、通りの見通し・スカイラインを妨げない大きさ・高さとする。（地上広告物は高さは10m
以下を目安とする）

●

地上広告物 33 ・１敷地につき１個を目安とする。

広告幕・
立て看板

34 ・路上へ、のぼり旗、立て看板は原則設置しないようにする。

設置位置

屋上広告物 35 ・建築物の壁面や塔屋と位置を揃える。 ●

壁面広告物

36 ・建物の顔をつくるように広告物を配置する。

37 ・３階以下に集約して設置する

38
・4階以上には、1壁面につき壁面広告物、突出し広告物どちらか1つの種別とする。（ただし集約して設置する場合は、そ
れぞれ1か所ずつ可能）

●

39 ・間隔や設置高さに規則を持たせる

突出広告物

40 ・一列にまとめて設置する。

41 ・建物のファサードデザインを活かすため、道路境界を越えての突出しは避ける ○

42 ・歴史的通りに面する3階以上の壁面に設置する突出し広告物は、道路境界を越えて突き出さない ●

43 ・オープンスペース内に設置する突出し広告物の下端の位置は地盤面から3m以上とする ○

地上広告物 44 ・敷地内のオープンスペースに集合化して設置する。 ○

広告幕
45 ・街路灯に設置するものについては、固定式バナーアームが取り付けられているもののみとする ○

46 ・氾濫しやすいため、充分な間隔を空けるよう注意する。

形状 地上広告物 47 ・植栽等と合わせるなど外構計画と併せて計画し、印象にも配慮する。



【周りの広告物や建物、街並みとの調和に関すること】
景観計画 ・街並みや周囲の広告物と調和するようデザインを調整する

配慮の
ポイント

広告物の
種別

番号 配慮手法
既存
基準

共通事項の
表現やデザ
インの調整

種別共通

48
・一つの建物で複数の広告物を掲出する際は、ベースカラーや階数表示など、共通するものは揃えることで、より効果的な
広告とする

○

49 ・一つの建物で複数の広告物を掲出する際は、大きさや形状などのデザインを揃える ○

50 ・できる限り、隣接する建物など周囲の広告物の色彩や形態、配置をそろえ、互いの調和に配慮する

街並みを意
識したデザ
インの工夫

種別共通

51 ・色使いや数、大きさで周囲から際立たせようとすると、乱雑な景観となることに注意する

52 ・デザイン性が高いことで耳目を集めることができるよう努める

53 ・地域で協力してデザインや掲出方法を工夫すると特に効果的

54 ・街並みに調和したデザインを工夫し、街の魅力として活用する

広告幕 55 ・街路灯に掲出するフラッグについては、地域のまちづくりに資する統一感のあるものとする ○

仙台駅周辺
の景観形成

屋上広告物

56
・仙台駅の玄関口の景観を形成するため、青葉通と東五番丁の交差点から仙台駅舎越しに見える屋上広告物については、仙
台駅舎名よりも過大なものとしない。

*

57
・仙台駅の玄関口の景観を形成するため、屋上広告物は、新幹線ホームやペデストリアンデッキから見て、建物規模や街並
みのスカイラインに合う配置とし、文字だけが派手に強調されない形態意匠とする。

*

壁面広告物 58
・ペデストリアンデッキからの歩行者の視線に配慮し、壁面広告物は、ペデストリアンデッキの床面より上部では、ビル
名・店舗名等の自家用及びイベント・ニュース・商品等を可動表示する案内用のみとする。自家用は最低限の数量とし、案
内用は１壁面当たり１ヶ所とし、壁材･窓割り･ショーウィンド等の建物外観と調和するデザインとする。

*

配慮の
ポイント

広告物の
種別

番号 配慮手法
既存
基準

照明 種別共通 59 ・光の点滅や動きがある照明装置の仕様は避け、周辺の街並みに調和する光量とする。 ●

交通安全の
確保

種別共通 60
・交差点付近や道路標識が設置されている付近では、大きさや内容を揃え、表示面に信号・標識の近似色や彩度の高い色は
使用しない。

景観計画 ・背景の自然環境や街並みの連続性に配慮したデザインとする
・極端に派手な色彩の使用を避け、建築物との一体化、集約化を工夫する
・幹線道路沿いに設ける屋外広告物は、派手な色彩や交差点での過度な設置を避け、街並みの美観を工夫する

その他. 市内全域



定禅寺通広告物モデル地区について

１．概要

定禅寺通におけるエリアマネジメント広告（エリマネ広告）※の実施のために必要となる「広告物モデ

ル地区の変更」について、変更案に対する住民への意見聴取の結果とそれを踏まえた対応、今後の

地域の運用ルールについて報告するもの。

※エリマネ広告：景観に配慮しつつ、得られた広告収入をまちづくり活動の財源に充てる広告

広告物モデル地区の変更案 【資料2-2】

① 道路内建築物の壁面へのエリマネ広告の掲出を認める。

② 道路内建築物の壁面広告物、街路灯フラッグへエリマネ広告を掲出する場合、広告物の 1/3 の

大きさまで個人名、企業名、商品名（以下「企業名等」）の表示を認める。

変更前 変更後

道
路
内
建
築
物
の
壁
面
広
告
物

街
路
灯
フ
ラ
ッ
グ

２．変更案に対する住民への意見聴取

2/3 定禅寺通街づくり協議会への説明

2/8 関係権利者へ変更内容等資料の送付       住民意見聴取の結果 ： 意見なし

2/14～2/27 変更案の縦覧

３．意見聴取結果を踏まえた対応

変更案のとおり広告物モデル地区の変更を行う （年度内に実施予定）

４．自主ルール （定禅寺通街づくり協議会が独自に定めるルール） 【資料 2-3】 【資料 2-4】

・自主ルールの内容は、広告物モデル地区の基準には無いデザイン等に関する項目等（共感広告、掲

出できない業種・内容、配置、バランスなど）を定める

・令和 5 年度から自主ルールの運用を開始し、不具合点や改良点等が生じた場合は、必要に応じて

適宜修正を行う

資料2-1

企業名等の大きさ（赤枠）は

広告物（黄枠）の 1/5まで

企業名等の大きさ（赤枠）は

広告物（黄枠）の 1/3まで

自己用・管理用以外の

企業名等の表示は不可

企業名等の大きさ（赤枠）は

広告物（黄枠）の 1/3 まで



定禅寺通モデル地区 広告物美観維持基準 変更案 新旧対照表

現   行

共

通

基

準

掲出可

能 な 広

告物

・市道定禅寺通線に面して掲出できる広告物等は次のものに限る。ただし，街路灯に掲出するフラッグ                                                              

                                                            につい

ては，街の賑わいの創出や各種イベントを支援するためのもので，杜の都の風土を育む景観条例（平成

７年仙台市条例第５号）に規定する景観まちづくり協議会として認定された定禅寺通街づくり協議会が

認め，市長の許可を受けたものはこの限りでない。

① 自己の氏名，名称，店名若しくは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を示すため，自己の住

所，事業所，営業所，又は作業所に表示し，又は設置する広告物等

② 前記に掲げるもののほか，自己の管理する土地または物件に管理上の必要に基づき表示し，又は

設置する広告物等

意 匠 ・

形態

・市道定禅寺通線の景観を損なわないよう意匠，形態，位置に配慮し，街並みを演出する広告物となるよ

う工夫する。

① 絵柄に動きのあるネオンサイン，点滅を繰り返す電照屋外広告物を設置してはならない。

② 可能な限り建築物との一体化したデザインとなるよう配慮する。

③ 低層階部分に設置するものは，デザインや集合化などの工夫をし，通りの賑わいづくりに配慮する。

色彩 ・極端に鮮やかな色，蛍光色の使用は避ける。

・面積が７㎡以上の屋外広告物は，使用可能な色の数を４色までとする（地色を含む）。ただし，景観形成

のうえで特にデザインに配慮されたものについてはその限りではない。

・彩度を押さえた色彩を使用することとし，２色以上の場合は彩度の低い色彩の方の面積を大きくする。

総量の

制限

・屋外広告物は，集約化を図り，最低限必要な種類，面積，数量となるよう配慮する。

・屋上広告物，壁面を利用して表示する広告物，突出し広告物の合計面積は市道定禅寺通線に面した当

該壁面の投影面積の５分の１以下，かつ１５０㎡以下とする。                            

   

                               

                                                              

                                                              

                                                               

                                      

種

別

に

よ

る

基

準

屋上広

告物

・原則として禁止する。ただし，独立文字による表示やデザインに配慮がなされたものを除く。また，骨組

みや支柱はデザイン的な要素を持つもの以外は，市道定禅寺通線から見た場合に目立たないよう配慮

する。

壁 面 を

利用す

る 広 告

物

・可能な限り，切り文字による表示とするなど，壁面が直接下地になるようにする。

                                                                

                                                                 

                             

突 出 し

広告物

（ 袖 看

板）

・建物のファサードデザインを活かすため，道路境界を越えての突出しは避ける。

・オープンスペース内に設置する突出し広告物の下端の位置は地盤面から 3.0ｍ以上とする。ただし，飾

り看板など特に街の賑わいに寄与すると認められるものについてはこの限りではない。

・突出し広告物の地色は壁面と同系色を使うなど，建物との調和を図る。

独立固

定広告

物

・敷地内のオープンスペースに集合化して設置し，地盤面からの高さは１０ｍ以下とする。

広告幕

（ フ ラ ッ

グ）

・街路灯に設置するものについては，固定式バナーアームが取り付けられているもののみとし，一個人の

名前や企業名（各種イベントによるものでスポンサーとなるものは除く。ただし，その大きさは全体の１/

５までとする。）及び商品名の表示をしないこと。

変 更 案

共

通

基

準

掲出可

能 な 広

告物

・市道定禅寺通線に面して掲出できる広告物等は次のものに限る。ただし，街路灯に掲出するフラッグ及

び道路内に設置された建築物（以下「道路内建築物」という。）の壁面を利用して表示する広告物につい

ては，街の賑わいの創出や各種イベントを支援するためのもので，杜の都の風土を育む景観条例（平成

７年仙台市条例第５号）に規定する景観まちづくり協議会として認定された定禅寺通街づくり協議会が認

め，市長の許可を受けたものはこの限りでない。

① 自己の氏名，名称，店名若しくは商標又は自己の事業若しくは営業の内容を示すため，自己の住

所，事業所，営業所，若しくは作業所に表示し，又は設置する広告物等

② 前記に掲げるもののほか，自己の管理する土地若しくは物件に管理上の必要に基づき表示し，又は

設置する広告物等

意 匠 ・

形態

・市道定禅寺通線の景観を損なわないよう意匠，形態，位置に配慮し，街並みを演出する広告物となるよう

工夫する。

① 絵柄に動きのあるネオンサイン，点滅を繰り返す電照屋外広告物を設置してはならない。

② 可能な限り建築物との一体化したデザインとなるよう配慮する。

③ 低層階部分に設置するものは，デザインや集合化などの工夫をし，通りの賑わいづくりに配慮する。

色彩 ・極端に鮮やかな色，蛍光色の使用は避ける。

・面積が７㎡以上の屋外広告物は，使用可能な色の数を４色までとする（地色を含む）。ただし，景観形成

のうえで特にデザインに配慮されたものについてはその限りでない。

・彩度を押さえた色彩を使用することとし，２色以上の場合は彩度の低い色彩の方の面積を大きくする。

総量の

制限

・屋外広告物は，集約化を図り，最低限必要な種類，面積，数量となるよう配慮する。

・屋上広告物，壁面を利用して表示する広告物，突出し広告物の合計面積は市道定禅寺通線に面した当

該壁面の投影面積の５分の１以下，かつ１５０㎡以下とする。ただし，以下を満たす広告物はこの限りでな

い。

① 道路内建築物の壁面を利用して表示するもの

② 法人その他の団体が表示し，又は設置する広告物で，その広告料収入を地域における公共的な取

組（道路，公園その他の公共施設の整備又は維持管理，街灯，ベンチ，上屋等の整備又は維持管理，

防犯又は防災活動，地域の活性化等に資するイベントの開催等）に要する費用に充てることを目的と

したもの（以下「エリアマネジメント広告」という。）

種

別

に

よ

る

基

準

屋上広

告物

・原則として禁止する。ただし，独立文字による表示やデザインに配慮がなされたものはこの限りでない。ま

た，骨組みや支柱はデザイン的な要素を持つもの以外は，市道定禅寺通線から見た場合に目立たないよ

う配慮する。

壁 面 を

利用す

る 広 告

物

・可能な限り，切り文字による表示とするなど，壁面が直接下地になるようにする。

・道路内建築物の壁面を利用して表示するものについては，一個人の名前や企業名及び商品名の表示を

しないこと。ただし，各種イベントによるものでスポンサーとなるもの又はエリアマネジメント広告について

は，全体の 1/3 まではこの限りでない。

突 出 し

広告物

（ 袖 看

板）

・建物のファサードデザインを活かすため，道路境界を越えての突出しは避ける。

・オープンスペース内に設置する突出し広告物の下端の位置は地盤面から3.0ｍ以上とする。ただし，飾り

看板など特に街の賑わいに寄与すると認められるものについてはこの限りでない。

・突出し広告物の地色は壁面と同系色を使うなど，建物との調和を図る。

独立固

定広告

物

・敷地内のオープンスペースに集合化して設置し，地盤面からの高さは１０ｍ以下とする。

広告幕

（ フ ラ ッ

グ）

・街路灯に設置する場合は，固定式バナーアームが取り付けられている街路灯であること。

・街路灯に設置する場合は，一個人の名前や企業名及び商品名の表示をしないこと。ただし，各種イベント

によるものでスポンサーとなるもの又はエリアマネジメント広告については，全体の 1/3 まではこの限り

でない。
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定禅寺通広告物モデル地区 広告物自主ルール

定禅寺通街づくり協議会

１）広告物美観維持基準に規定される｢掲出可能な広告物｣に対する本協議会の認定基準

街の賑わい

の創出の認

定基準

以下を満たすエリアマネジメント広告であること。

(1)掲出主体は、定禅寺通地区を対象にエリアマネジメントに取組む法

人その他の団体であるもの

(2)掲出内容は、共感広告＝定禅寺通のまちづくりに関する広告＋それ

に賛同する企業名等であるもの

・ ｢定禅寺通のまちづくりに関する広告｣とは、定禅寺通エリアまち

づくり基本構想(2022 年 3月策定/定禅寺通活性化検討会)で定め

られた｢まちづくりの理念｣や｢目指す街の姿｣を目指し、｢定禅寺

通エリアの特徴を生かしたまちづくり｣をふまえたメッセージ

(サスティナブル、エコロジー、SDGs、都市文化、アート、ミュー

ジック、クリエイティブ、コミュニティ、ナイトタイム等)を発

信するものとし、その内容に合致したデザインであること

・ ｢賛同する企業名等｣とは、上記メッセージに賛同する企業やその

商品の名称やロゴのこと

各種イベン

トの認定基

準

以下を満たすイベントであること。

(1)仙台市内や宮城県内を会場とする全国的な規模のイベントまたは

定禅寺通地区（本協議会規約の別図参照）およびその関連地域で実

施するイベント

(2)国または地方公共団体が主催、共催または後援するイベント

２）｢掲出可能な広告物｣のデザインルール

本協議会が上記１）に基づいて掲出可能とする｢街路灯に掲出するフラッグ及び道路内建

築物の壁面を利用して表示する広告物｣については、関係法令で規定された制限内容や広告

物美観維持基準に加え下記のデザインルールを定める。

共通で適用

する事項

(1)人々の目を楽しませ、街並みのアクセントとなるように配慮するこ

と

(2)写真やグラフィック、文字等をバランスよく配置し、余白を活かす

工夫をし、すっきりとした洗練されたデザインとすること

(3)広告物に掲出主体の名称やロゴを表示すること

(4)次に掲げる内容の広告物は掲出しないこと

ｱ. 特定の商品やサービスの消費を煽るもの(例えば、期間限定、

○割引、増量中、残りわずかなどの表現は避ける。)

ｲ. 法令等に違反するもの又はそのおそれがあるもの

ｳ. 暴力、わいせつ性の連想等、青少年の健全育成に反するもの又

はそのおそれがあるもの

ｴ. 人権侵害又は名誉棄損に当たるもの又はそのおそれがあるも

の

ｵ. 公序良俗に反するもの又はそのおそれがあるもの
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(5)次に掲げる業種の広告物は掲出しないこと

ｱ. 性風俗営業

ｲ. 消費者金融

ｳ. ギャンブルにかかるもの

ｴ. たばこ（マナーアップ広告を除く）

フラッグに

適用する事

項

(1)エリアマネジメント広告については上段に定禅寺通のまちづくり

に関する広告、下段にそれに賛同する企業名等を配置する

(2)各種イベントを支援する広告においてスポンサー名等を表示する

場合は、上段にイベントに関する広告、下段にそのスポンサー名等

を配置すること

(3)上下段は調和のとれたデザインとすること

(4)上下段ともに地色は同系色とすることし、余白を揃えるなど フラ

ッグの連続性に配慮したデザインとすること

参考：エリアマネジメント広告の事例

道路内建築

物の壁面を

利用する広

告物

(1)同一壁面に複数の広告物を設置する場合は、大きさや高さをそろ

え、デザインや色彩は互いの調和に配慮すること

(2)広告物を設置する壁面の形態・意匠との調和に配慮すること

掲出主体となる｢法人その他の団体｣を表示

企業名及び商品名

の表示可能範囲
(全体の 1/3)



企画検討・素案作成

事前相談事前相談

認定申請

認定書交付 許可申請or届出

認定

不適合

許可・適合

不適合

製作・掲出

道路内建築物の壁面広告物、街路灯フラッグを掲出する場合の流れ

定禅寺通街づくり協議会 仙台市（青葉区街並み形成課）

写し添付

自主ルール 広告物モデル地区等

審 査

審 査

資料2-4
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（参考） 他都市の表彰制度

富山県

参考資料1-1

制度名称 景観広告とやま賞

目的

地域の特性を生かした良好な景観の保全・創造のため、

周辺景観に調和・配慮された屋外広告物である「景観

広告」を広く募集し、優れた作品を表彰することによ

り、景観や屋外広告物に対する県民の意識と関心を高

め、「景観広告」の普及を図ること

開始時期

実施頻度

平成20年（2008年）より開始

毎年開催 → 令和4年（2022年）までに15回実施

実施主体

景観広告とやま賞実行委員会 （県+関係団体11団体）

富山県、富山県イベントディスプレイ業協同組合、

富山県屋外広告士会、富山県屋外広告美術協同組合、

富山県技能士会連合会、（公社）富山県建築士会、

（一社）富山県建築士事務所協会、富山県商工会議所連合会、

富山県商工会連合会、富山県中小企業団体中央会、

（公社）富山県デザイン協会、

（一社）日本屋外広告業団体連合会

※当初は富山県単独での実施だったが、平成27年度～景観に配慮された
優れた屋外広告物の普及を一層推進するため、商工団体はじめ建築や
広告物の関係団体の協賛を得ての実施に変更

募集対象 原則として過去5年以内に設置されたもの

表彰対象者 広告主、デザイナー、制作・施工者

審査体制 景観広告とやま賞審査会（有識者等で構成）

審査基準

・「富山県景観広告ガイドライン」の趣旨に沿った屋外広告物であること

・建築物その他周辺景観や町並みと調和がとれているもの

・デザインが美しく効果的な広告づくりに優れているもの

・文字や図柄、色彩等の企画・デザインに優れているもの

・花や緑の活用、夜間照明への配慮などが優れているもの

・関係法令に適合していること

直近の
実施状況

・令和4年度（第15回）は、応募総数75件から12件選定
景観広告大賞 1件、景観広告優秀賞 3件、景観広告賞 8件

出典 富山県ホームページ
https://www.pref.toyama.jp/1507/kendodukuri/toshikeikaku/keikaku-tochi/kj00010180/kj00010180-013-01.html
https://www.pref.toyama.jp/1507/kendodukuri/toshikeikaku/keikaku-tochi/kj00010180/kj00010180-014-01.html
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完
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広告物設置の流れ

SIGN

・「広告物の設置者」と「屋外広告業者」以外に関わる者は、
・メイン工事が何か？（建物の新築工事、看板設置工事、テナントによる看板の入れ替え）
・建物規模がどのくらいか？
・全国チェーンか個人経営か？ …など、条件によって異なる。

・ガイドラインを参照できるタイミングは、「設置の検討」「計画・調査」「デザイン・設計」の段階

設置者 設置者 設置者屋外広告業者

条件によって様々

参考資料1-2

建築主
ビルオーナー

テナント など

ガイドラインを参照できるタイミング

設計事務所 屋外広告業者

など



設
置
の
検
討

計
画
・
調
査

デ
ザ
イ
ン

・
設
計

積
算
・
見
積

契
約

許
可
申
請

製
作
・
施
工

竣
工
・
引
渡
し

完
了
届

事例1 ビル新築時の場合

SIGN

設置者
（建築主）

設計事務所

工事内容ごとに…

設計事務所・
屋外広告業者など

設置者
（建築主）

設置者
（建築主）

屋外広告業者

設
置
の
検
討

計
画
・
調
査

デ
ザ
イ
ン

・
設
計

積
算
・
見
積

契
約

許
可
申
請

製
作
・
施
工

竣
工
・
引
渡
し

完
了
届

事例2 広告物の設置のみ・全国チェーンの場合

SIGN

設置者
（企業）

設置者
（企業）

設置者
（企業）

元請広告業者から

依頼を受けた

地元の屋外広告業者

設置者が契約する
屋外広告業者
（全国共通）

設置者（企業）
の設計部署が

ある場合も



設
置
の
検
討

計
画
・
調
査

デ
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イ
ン

・
設
計

積
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・
見
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契
約

許
可
申
請

製
作
・
施
工

竣
工
・
引
渡
し

完
了
届

事例3 広告物の設置のみ・個人経営の店舗の場合

SIGN

設置者
（オーナー）

設置者
（オーナー）

設置者
（オーナー）

屋外広告業者屋外広告業者

設
置
の
検
討

計
画
・
調
査

デ
ザ
イ
ン

・
設
計

積
算
・
見
積

契
約

許
可
申
請

製
作
・
施
工

竣
工
・
引
渡
し

完
了
届

事例4 ビルへ入居するテナントが広告物を設置する場合

SIGN

オーナー（管理会社）

設置者
テナント

又は

オーナー

設置者
テナント

又は

オーナー

屋外広告業者屋外広告業者
テナント

相談

ルール

の共有

ビルの自主ルールを

定めている場合がある


